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研究の概要：

JGNIIの持つ広帯域ネットワークを用い、遠隔地間における高臨場感遠隔コミュニケー
ションのシステム化手法を確立し、定常的な運用方法を確立する。

研究の目的：
HD(ハイビジョン)カメラ～映像伝送～プロジェクタの組み合わせにより、実際には遠く離

れていても直接対面するような感覚を実現するような、カメラやスクリーン等のシステム配
置について検討する。また、恒久的な遠隔コミュニケーションを実現するために、専門的な
知識が無くてもシステムの起動・終了が可能となるようなシステムの最適化を行う。

実験機器構成:

バーチャル空間構成技術

高臨場感遠隔コミュニケーションシステム

資料映像を媒体として
遠隔地同士で臨場感の高い
コミュニケーションが実現可能

クロマキーを利用した
資料映像と遠隔地映像
の効果的な合成

立山曼荼羅（ライブ映像） パワーポイント資料

講師映像（カメラ固定）

エンコーダ

伝送装置

合成装置・映像選択

1.5Ｇｂｐｓ

ＨＤ受信ＰＣ

ＨＤ受信ＰＣ

エンコーダ

伝送装置

受講生映像ＴＶ

講師映像ＴＶ

３０Ｍｂｐｓ３０Ｍｂｐｓ

３０Ｍｂｐｓ３０Ｍｂｐｓ

受講生映像
1.5Gｂｐｓ

総合情報センター

立山博物館

立山曼荼羅（ライブ映像） パワーポイント資料

講師映像（カメラ固定）

エンコーダ

伝送装置

合成装置・映像選択

1.5Ｇｂｐｓ

ＨＤ受信ＰＣ

ＨＤ受信ＰＣ

エンコーダ

伝送装置

受講生映像ＴＶ

講師映像ＴＶ

３０Ｍｂｐｓ３０Ｍｂｐｓ

３０Ｍｂｐｓ３０Ｍｂｐｓ

受講生映像
1.5Gｂｐｓ

総合情報センター

立山博物館

資料映像への講師の直接指示の様子(立山曼荼羅の遠隔講義にて)

講師の指差し位置の一致
視線の一致を目指した配置

音響空間の再現
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研究開発成果：

下記の通り、遠隔コミュニケーションを主眼とした遠隔映像伝送実験を複数回にわたっ
て実施した。また、それぞれ主に授業の形態を取り、遠隔講義としての教育効果や、臨場
感の評価を行った。

平成１６年度：高臨場感遠隔講義：４回
平成１７年度：高臨場感遠隔講義：３回
平成１８年度：高臨場感遠隔講義：２回
平成１９年度：高臨場感遠隔講義：３回（予定１回含む）

高臨場感遠隔講演・交流会：１回

プロジェクトのアピールポイント
本研究では、学校が主体だったこともあり、教育面での効果を重視した遠隔教育に主眼

をおいたものであるが、臨場感に関する技術については、以下のように様々な用途に応用
が可能であると考えている。
・遠隔講義（会議） 遠隔地間であっても直接対面しているような感覚の実現
・遠隔介護 介護者と被介護者のコミュニケーション、非常時の連絡機能
・遠隔医療 遠隔操作ロボットを介した遠隔診察
・仮想旅行 世界の観光地への仮想旅行の実現
・遠隔案内、受付 遠隔地から案内や受付を実現
今後はこれらの応用についても検討していきたい。

プロジェクトの自己評価
2 次元平面に表示される画面という制約を持つ中で、臨場感をいかに高くするかという目

的については十分達成できたと考える。今後画面表示技術の進歩に伴い 3 次元表示ディ
スプレイ等への更なる応用発展が期待できると考えている。


